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新
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特金スクラップ

品
枯
れ
と
荷
余
り
交
錯

高
品
位
ニッ
ケ
ル
系
枯
渇

航
空
機
分
野
は
買
い
手
薄

Interview

新
会
長
に
聞
く

新
会
長
に
聞
く

アルミ缶
リサイクル
19
年
度

過
去
10
年
で
最
高
97.9
％

19
年
度

過
去
10
年
で
最
高
97.9
％

20
年
需
要
量
は
横
ば
い

西
豪
ニ
ッ
ケ
ル
資
産
買
収

Ｂ
Ｈ
Ｐ
、ノ
リ
ル
ス
ク
か
ら

伯ヴァーレ

加
ニッ
ケ
ル
鉱
山
再
開
へ

8
月
上
旬
フ
ル
生
産
目
標

亜
鉛
建
値
6000
円
上
げ
27
万
4000
円

会
長
に
橋
本
氏

非
鉄
全
連

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

支
援
宣
言
に
参
画

フ
ジ
ク
ラ

5
月
の
販
売
高

前
年
比
16
％
増

日
本
製
半
導
体
製
造
装
置

次
世
代
複
合
材

開
発
4
件
採
択

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

特
金
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
国
内
市
場
で
品
枯
れ
と
荷
余
り
が
交
錯
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
ニ
ッ
ケ
ル
系
の
高
品
位
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
工
場
発
生
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
上
に
、
移
動
制
限
で
新

規
案
件
の
ス
ポ
ッ
ト
契
約
が
成
立
せ
ず
、
輸
入
に
よ
る
補
充
も
で
き
な
い
た
め
に
枯
渇
。
一
方
で
低
品
位
ス

ク
ラ
ッ
プ
は
買
い
手
薄
で
、
ス
ー
パ
ー
ア
ロ
イ
（
高
強
度
耐
熱
合
金
）
や
チ
タ
ン
に
は
余
剰
感
が
生
じ
る
な

ど
、
品
種
間
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
差
が
広
が
っ
て
き
た
。

ス
テ
ン
レ
ス
や
特
殊
鋼

の
安
価
原
料
と
し
て
添
加

さ
れ
る
ニ
ッ
ケ
ル
系
ス
ク

ラ
ッ
プ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
て
い
た
3
月
半
ば
か

ら
、
自
動
車
・
電
機
関
連

工
場
の
操
業
低
下
や
休
業

に
伴
っ
て
国
内
発
生
量
が

急
減
。
さ
ら
に
出
張
禁
止

や
在
宅
勤
務
で
人
の
移
動

が
制
限
さ
れ
、
目
視
で
行

う
ス
ク
ラ
ッ
プ
評
価
が
で

き
な
い
と
い
う
理
由
で
新

規
案
件
の
成
約
も
止
ま
っ

て
い
る
。

新
切
れ
や
リ
ー
ド
フ
レ

ー
ム
派
生
の
42
ア
ロ
イ
な

ど
不
純
物
が
少
な
い
ニ
ッ

ケ
ル
系
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、

需
要
家
で
あ
る
ス
テ
ン
レ

ス
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は

配
合
が
し
や
す
い
良
質
の

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
で
あ

り
、
減
産
下
で
も
一
定
量

の
需
要
が
あ
る
。
し
か
し

今
回
は
発
生
量
が
落
ち
込

ん
で
い
る
上
に
、
国
内
の

発
生
不
足
を
補
う
海
外
か

ら
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
入
も

全
面
的
に
ス
ト
ッ
プ
し
て

お
り
、
荷
繰
り
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
取

引
価
格
の
指
標
と
な
る
ロ

ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ

Ｍ
Ｅ
）
の
ニ
ッ
ケ
ル
相
場

は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
。
市
中
相
場
は
7
月
以

降
に
も
先
高
観
が
あ
り
、

足
元
は
ト
ン
1
万
3
0
0

0
㌦
へ
と
上
値
を
う
か
が

う
動
き
も
あ
る
た
め
、
市

場
心
理
に
も
売
り
惜
し
み

ム
ー
ド
が
漂
う
。
市
中
扱

い
筋
に
よ
れ
ば
「
良
い
品

物
は
売
り
手
市
場
に
な
っ

て
い
る
」（
特
金
原
料
問

屋
）
と
い
う
。

一
方
、
ニ
ッ
ケ
ル
分
の

少
な
い
耐
熱
鋼
や
、
コ
バ

ル
ト
分
を
含
む
電
池
ス
ク

ラ
ッ
プ
な
ど
の
低
品
位
ス

ク
ラ
ッ
プ
は
、
依
然
と
し

て
買
い
手
薄
が
続
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
雑
ス
ク
ラ

ッ
プ
は
海
外
に
輸
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
で
国
内
で
の
滞

留
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

国
内
需
要
家
の
一
部
事
業

所
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
原
料
の

仕
入
れ
規
格
を
厳
し
く
し

て
い
る
こ
と
も
、
荷
余
り

の
原
因
だ
。

ウ
イ
ル
ス
禍
で
急
速
に

冷
え
込
ん
で
い
る
の
が
、

ス
ー
パ
ー
ア
ロ
イ
や
チ
タ

ン
。
こ
れ
ら
は
航
空
機
エ

ン
ジ
ン
の
タ
ー
ビ
ン
部
材

な
ど
に
再
溶
解
さ
れ
る

が
、
旅
客
数
の
激
減
と
と

も
に
航
空
機
の
生
産
機
数

が
減
少
す
る
と
の
見
込
み

か
ら
、
市
場
の
先
行
き
見

通
し
が
悪
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
思
惑
に
よ
る

市
中
問
屋
の
仕
入
れ
は
完

全
に
止
ま
り
、「
本
来
は
人

気
の
ス
ー
パ
ー
ア
ロ
イ
が

行
き
場
を
失
っ
て
い
る
」

（
別
の
特
金
原
料
問
屋
）

状
態
だ
と
い
う
。

チ
タ
ン
合
金
ス
ク
ラ
ッ

プ
に
関
し
て
は
、
2
0
1

3
―
14
年
に
海
外
航
空
機

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
リ
タ
ー

ン
制
度
が
構
築
さ
れ
、
国

内
重
工
メ
ー
カ
ー
な
ど
で

発
生
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
が

材
料
支
給
元
で
あ
る
海
外

チ
タ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
全
量

返
却
さ
れ
る
仕
組
み
が
整

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今

後
は
そ
の
商
流
が
安
定
し

て
継
続
す
る
か
が
不
透
明

な
情
勢
で
あ
り
、
国
内
に

滞
留
す
れ
ば
さ
ら
な
る
荷

余
り
も
予
想
さ
れ
る
。

全
国
の
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
者
が
加
盟
す
る
非
鉄
金

属
リ
サ
イ
ク
ル
全
国
連
合
会
。
1
9
5
8
年
に
任
意
団

体
と
し
て
発
足
し
、
東
京
・
神
奈
川
・
東
海
・
北
陸
・

関
西
の
5
地
区
の
地
方
組
合
が
加
盟
し
、
60
年
以
上
に

わ
た
り
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
界
の
発
展
と
向
上
に
貢
献

し
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
役
員
改
選（
1
期
2
年
）さ
れ
、

新
会
長
に
橋
本
健
一
郎
氏
（
橋
本
ア
ル
ミ
取
締
役
・
関

西
非
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
理
事
長
）が
就
任
し
た
。

同
氏
に
抱
負
や
足
元
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
動
向
、
今
後
の
展

開
な
ど
聞
い
た
。

―
―
ま
ず
は
就
任
の
抱
負

を
。「

当
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
や
会
社
、
組

合
、
社
会
の
未
来
た
め
に
尽

く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い

う
点
を
強
調
し
推
進
し
た

い
。
昨
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
世
の
中
は

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

は
い
わ
ば
人
災
だ
っ
た
が
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
は
天
災

の
よ
う
な
も
の
で
比
較
で
き

ず
、
今
後
の
動
向
も
全
く
予

想
が
つ
か
な
い
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
な

ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
言
わ
れ

て
い
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
1

つ
。
不
要
な
行
動
を
避
け
、

デ
ジ
タ
ル
通
信
化
で
き
る
も

の
は
取
り
入
れ
る
と
い
う
点

に
尽
き
る
。
組
合
活
動
も
、

こ
れ
に
沿
っ
て
活
動
す
る
こ

と
で
危
機
を
乗
り
越
え
、
進

化
で
き
る
。
同
時
に
、
前
会

長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン『
新
会
楽
』

で
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
人
は

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
喜
び
、
楽
し

み
、
生
き
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
培
っ
て
い
く
点
も
重
視

す
べ
き
。
つ
ま
り
、
単
な
る

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
よ
る
情

報
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
、

人
も
当
会
の
仕
事
も
進
化
し

な
い
。
こ
の
相
反
す
る
テ
ー

マ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
。
こ
の
答
え
の
な
い
テ
ー

マ
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
立

ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
、
理
事
会

や
総
会
、
懇
親
会
な
ど
の
組

合
活
動
も
ど
の
よ
う
な
形
式

で
行
っ
て
い
く
べ
き
か
、
皆

さ
ん
知
恵
を
借
り
な
が
ら
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」。

―
―
連
合
会
の
活
動
内
容

と
取
り
組
み
を
。

「
定
期
的
な
活
動
と
し
て

は
、
定
時
総
会
の
開
催
や
非

鉄
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
流
通

量
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
六
車
前
会
長
か

ら
始
ま
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
環

境
対
策
委
員
会
が
、
月
間
Ｗ

Ｅ
Ｂ
レ
ポ
ー
ト
『
晴
耕
雨
読

＠
Ｒ
』
を
発
行
し
て
お
り
、

『
新
会
楽
Ｔ
Ｖ
』
と
い
う
動

画
を
定
期
発
信
す
る
な
ど
Ｓ

Ｎ
Ｓ
時
代
に
沿
っ
た
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
青
年
部
が

年
1
回
、
持
ち
回
り
で

開
催
し
て
い
る
全
国
工

場
見
学
会
も
10
年
以
上

続
い
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
青
年
部
で
活
躍
し
た

メ
ン
バ
ー
が
理
事
に
名

を
連
ね
る
時
代
な
っ
て

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
心

強
く
思
う
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
輸
出
動
向
に

も
目
を
向
け
な
が
ら
、

環
境
省
や
経
済
産
業
省
と
連

携
し
て
情
報
共
有
し
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」。

―
―
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
第
2
波
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
感
染
拡

大
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
て
お

り
、
よ
う
や
く
実
体
経
済
の

回
復
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い

る
。
観
光
や
飲
食
業
界
の
危

機
が
騒
が
れ
て
い
る
が
、
5

月
か
ら
業
界
各
社
の
決
算
や

各
種
統
計
が
そ
ろ
い
、
一
部

で
は
売
上
高
が
40
％
減
と
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
並
み
、

も
し
く
は
同
等
の
悪
化
が
み

ら
れ
る
。
経
済
的
に
は
、
こ

れ
か
ら
が
危
機
で
正
念
場
と

考
え
て
い
い
。
一
方
で
ス
ク

ラ
ッ
プ
は
、
最
大
の
輸
出
先

で
あ
る
中
国
の
経
済
低
迷
に

底
打
ち
感
が
出
て
お
り
、
景

気
対
策
の
効
果
や
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
で
自
動
車
や
建
設
、

半
導
体
な
ど
で
新
た
な
需
要

が
出
て
い
る
た
め
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
荷
余
り
や
続
落
と
い

っ
た
一
辺
倒
の
展
開
に
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
」。

―
―
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
界
の

予
想
図
を
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経

験
か
ら
世
の
中
は
大
き
く
変

わ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の

将
来
も
大
き
く
変
わ
る
。
具

体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
仕

事
プ
ラ
ス
感
染
対
策
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
従
来
は
、

環
境
対
策
や
労
働
環
境
対
策

な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
感

染
症
対
策
も
追
加
で
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
従
業
員
の
体

温
チ
ェ
ッ
ク
や
、
う
が
い
手

洗
い
の
徹
底
、
現
場
で
の
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
今
一
度
専

門
家
の
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
当
会
と
し
て
の
指
針

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う

な
対
策
を
し
た
上
で
国
内
販

売
だ
け
で
な
く
、
輸
出
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
や
品
位
の
格
上

げ
な
ど
も
要
求
さ
れ
、
業
界

と
し
て
は
厳
し
い
世
の
中
に

な
る
が
、
前
向
き
に
捉
え
て

次
世
代
へ
の
安
心
安
全
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」

（
石
橋

栄
作
）

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
は
19
日
、
2
0
1
9

年
度
の
飲
料
用
ア
ル
ミ
缶

リ
サ
イ
ク
ル
率
（
再
生
利

用
率
）
が
、
前
年
度
比
4

・
3
㌽
増
の
97
・
9
％

と
、
過
去
10
年
間
で
最
高

水
準
だ
っ
た
と
発
表
し

た
。
国
内
ア
ル
ミ
缶
消
費

量
や
再
生
利
用
量
が
減
少

し
た
一
方
、
こ
れ
ま
で
未

把
握
だ
っ
た
使
用
済
み
ア

ル
ミ
缶
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
の
多

く
が
輸
出
増
と
い
う
形
で

現
れ
た
こ
と
な
ど
が
寄
与

し
た
。
20
年
の
国
内
飲
料

用
ア
ル
ミ
缶
需
要
量
は
、

前
年
よ
り
ほ
ぼ
横
ば
い
の

2
1
7
億
7
0
0
0
万
缶

を
予
測
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
回
収
が
堅
調

に
推
移
し
、
協
会
目
標
で

あ
る
「
安
定
的
に
90
％
以

上
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
維

持
す
る
」
を
5
年
連
続
で

上
回
っ
た
。
97
・
9
％
の

高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
と
な

っ
た
の
は
、
輸
出
の
急
増

が
影
響
し
て
い
る
。
輸
出

量
は
8
万
6
8
5
5
㌧

と
、
前
年
よ
り
1
万
6
6

5
7
㌧
増
え
た
。一
方
で
、

消
費
量
が
2
4
6
㌧
減
の

33
万
4
1
8
㌧
、
再
生
利

用
量
は
2
5
0
0
㌧
減
の

23
万
6
7
4
5
㌧
と
、
と

も
に
減
少
し
た
。

国
内
で
消
費
さ
れ
た
ア

ル
ミ
缶
の
う
ち
、
国
内
で

再
生
利
用
さ
れ
た
Ｕ
Ｂ
Ｃ

の
割
合
は
、
前
年
度
比
0

・
7
㌽
減
の
71
・
7
％
だ

っ
た
。
ア
ル
ミ
缶
材
に
再

利
用
さ
れ
た
割
合
を
示
す

Ｃ
Ａ
Ｎ

ｔ
ｏ

Ｃ
Ａ
Ｎ

率
は
4
・
5
㌽
減
の
66
・

9
％
と
、
3
年
ぶ
り
の
低

水
準
だ
っ
た
。

国
内
飲
料
用
ア
ル
ミ
缶

需
要
量
の
20
年
予
測
で

は
、
国
産
缶
の
出
荷
量
は

前
年
よ
り
横
ば
い
の
2
1

4
億
缶
と
の
見
通
し
。
ア

ル
ミ
缶
の
需
要
を
支
え
て

き
た
ビ
ー
ル
向
け
は
、
3

・
4
％
減
の
91
億
缶
に
と

ど
ま
り
そ
う
だ
。
レ
デ
ィ

・
ト
ゥ
・
ド
リ
ン
ク
（
Ｒ

Ｔ
Ｄ
）
な
ど
そ
の
他
ア
ル

コ
ー
ル
向
け
は
47
億
缶

と
、
6
・
8
％
増
を
見
込

む
。
非
ア
ル
コ
ー
ル
向
け

は
、
0
・
4
％
増
の
76
億

缶
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。

19
年
の
国
内
飲
料
用
ア

ル
ミ
缶
需
要
量
見
込
み

は
、
対
前
年
比
0
・
3
％

増
の
2
1
7
億
3
0
0
0

万
缶
と
み
ら
れ
る
。
ア
ル

コ
ー
ル
向
け
で
は
、
ビ
ー

ル
向
け
は
0
・
8
％
減
の

94
億
2
0
0
0
万
缶
、
そ

の
他
ア
ル
コ
ー
ル
向
け
は

11
・
7
％
増
の
44
億
缶
と

の
見
通
し
。
非
ア
ル
コ
ー

ル
向
け
は
、
3
・
2
％
減

の
75
億
7
0
0
0
万
缶
を

予
測
す
る
。

▽橋本健一郎（はしもとけ
んいちろう）氏＝1990年橋本
アルミ入社。現取締役。関西
非鉄リサイクル協同組合（前
大阪非鉄金属商工協同組合）
青年部長を経て、18年に同組
合の創設以来、最年少で理事
長に就任。現在2期目。趣味
はボディビル。6年前に始め、
今は週3回でジムトレーニン
グに励んでおり、ベストボデ
ィージャパン世界大会マスタ
ーズでチャンピオンの実績を
持つ。1969年12月25日生まれ、
兵庫県出身。

豪
資
源
大
手
Ｂ
Ｈ
Ｐ
は

19
日
、
露
ノ
リ
ル
ス
ク
・

ニ
ッ
ケ
ル
か
ら
豪
州
西
部

の
ニ
ッ
ケ
ル
資
産
を
買
収

す
る
と
発
表
し
た
。
買
収

額
は
非
公
表
。
Ｂ
Ｈ
Ｐ
は

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
で

ニ
ッ
ケ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
部

門
を
操
業
し
て
お
り
、
電

池
向
け
ニ
ッ
ケ
ル
の
未
開

発
資
源
を
追
加
獲
得
す

る
。
ノ
リ
ル
ス
ク
は
豪
州

か
ら
撤
退
し
、
ロ
シ
ア
の

主
力
資
産
に
集
中
す
る
。

買
収
す
る
の
は
、
未
開

発
の
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
案
件
で
あ
る
ハ
ネ
ム
ー

ン
ウ
ェ
ル
と
、
2
つ
の
探

鉱
案
件
、
ア
ル
ビ
オ
ン
・

ダ
ウ
ン
ズ
・
ノ
ー
ス
と
ジ

ェ
リ
チ
ョ
。
ア
ル
ビ
オ
ン

・
ダ
ウ
ン
ズ
・
ノ
ー
ス
と

ジ
ェ
リ
チ
ョ
は
現
在
、
Ｂ

Ｈ
Ｐ
と
ノ
リ
ル
ス
ク
が
折

半
出
資
で
運
営
し
、
Ｂ
Ｈ

Ｐ
が
ノ
リ
ル
ス
ク
の
権
益

50
％
を
譲
り
受
け
る
。

い
ず
れ
の
資
産
も
西
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
ゴ
ー

ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ズ
北
部
に

位
置
す
る
。
ニ
ッ
ケ
ル
・

ウ
ェ
ス
ト
部
門
の
マ
ウ
ン

ト
・
キ
ー
ス
鉱
山
か
ら
約

50
㌔
㍍
、
レ
イ
ン
ス
タ
ー

選
鉱
場
か
ら
約
1
0
0
㌔

㍍
と
近
い
。
高
品
位
の
ニ

ッ
ケ
ル
硫
化
鉱
床
や
、
既

存
の
マ
ウ
ン
ト
・
キ
ー
ス

鉱
体
、
ヤ
カ
ビ
ン
デ
ィ
ー

鉱
体
に
似
た
高
品
質
の
資

源
が
賦
存
す
る
。

ニ
ッ
ケ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト

部
門
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
に
鉱
山
、
選
鉱
場
、

製
錬
所
、精
製
所
を
擁
し
、

高
品
質
な
ニ
ッ
ケ
ル
製
品

に
仕
上
げ
て
主
に
海
外
へ

販
売
す
る
。
足
元
で
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

正
極
材
に
使
う
、
硫
酸
ニ

ッ
ケ
ル
の
供
給
開
始
に
取

り
組
む
。

Ｂ
Ｈ
Ｐ
は
一
時
、
ニ
ッ

ケ
ル
を
非
中
核
資
産
に
位

置
づ
け
て
同
部
門
の
売
却

を
検
討
し
た
。
昨
今
の
電

池
産
業
の
盛
り
上
が
り
を

受
け
て
、
昨
年
、
中
核
事

業
に
あ
ら
た
め
て
引
き
直

し
た
。

ノ
リ
ル
ス
ク
は
今
回
の

資
産
売
却
で
豪
州
か
ら
撤

退
す
る
。
ロ
シ
ア
の
テ
ィ

ア
1
資
産
群
に
一
層
集
中

す
る
。

伯
資
源
大
手
ヴ
ァ
ー
レ

は
18
日
、
加
ボ
イ
ジ
ー
ズ

ベ
イ
・
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
の

ケ
ア
・
ア
ン
ド
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
（
最
低
限
の
維
持

補
修
の
み
行
う
状
態
）
を

解
く
と
発
表
し
た
。
7
月

上
旬
の
生
産
再
開
、
8
月

上
旬
の
フ
ル
生
産
到
達
を

目
指
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
3
月
半
ば
か
ら

の
約
3
カ
月
間
、
ケ
ア
・

ア
ン
ド
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

下
に
置
い
た
。

ボ
イ
ジ
ー
ズ
ベ
イ
は
同

社
の
主
要
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山

の
一
つ
で
、
銅
や
コ
バ
ル

ト
も
多
く
副
産
す
る
。
生

産
再
開
と
並
行
し
て
、
坑

内
掘
り
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
再
開
す
る
。
現
在
操

業
中
の
露
天
掘
り
が
ま
も

な
く
終
了
す
る
た
め
、
坑

内
掘
り
に
移
行
し
延
命
す

る
計
画
が
進
む
。

世
界
保
健
機
関
の
規
定

に
則
っ
て
加
ニ
ュ
ー
フ
ァ

ン
ド
ラ
ン
ド
、
ラ
ブ
ラ
ド

ー
ル
の
民
間
試
験
機
関
と

提
携
し
、
ボ
イ
ジ
ー
ズ
ベ

イ
に
入
構
す
る
全
従
業
員

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
同
鉱
山
で
感
染

者
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

が
、
検
査
態
勢
を
強
化
し

早
期
発
見
や
追
跡
、
拡
大

予
防
を
図
る
。

ヴ
ァ
ー
レ
は
4
月
中

旬
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

な
ど
を
踏
ま
え
2
0
2
0

年
の
ニ
ッ
ケ
ル
生
産
見
通

し
を
20
万
―
21
万
㌧
か
ら

18
万
―
19
万
5
0
0
0
㌧

に
引
き
下
げ
た
。

三
井
金
属
は
19
日
、
6

月
積
み
亜
鉛
建
値
を
ト
ン

6
0
0
0
円
引
き
上
げ
27

万
4
0
0
0
円
に
改
定
し

た
と
発
表
し
た
。
海
外
相

場
高
を
反
映
。
月
内
推
定

平
均
は
27
万
2
2
0
0
円

と
な
っ
た
。

指
標
と
な
る
現
地
18
日

の
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所

（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
の
亜
鉛
現
物

相
場
は
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ベ

ー
ス
で
ト
ン
2
0
3
7

㌦
。
前
回
建
値
改
定
時
の

指
標
よ
り
33
・
5
㌦
高

い
。
為
替
Ｔ
Ｔ
Ｓ
も
19
日

は
1
㌦
＝
1
0
7
・
95

円
。
前
回
改
定
時
か
ら
0

・
26
円
の
円
安
ド
ル
高
進

行
と
な
っ
た
。

非
鉄
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

全
国
連
合
会
は
12
日
に
書

面
決
議
に
よ
る
通
常
総
会

を
開
催
し
、
新
会
長
に
関

西
非
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
協
同

組
合
の
橋
本
健
一
郎
理
事

長
（
橋
本
ア
ル
ミ
社
長
）

が
就
任
し
た
。
任
期
は
2

年
。
副
会
長
は
前
会
長
の

六
車
龍
三
・
橋
本
金
属
商

事
社
長
、
竹
中
伸
行
・
竹

中
製
作
所
社
長
、
田
子
政

夫
・
田
子
金
属
社
長
の
3

氏
が
務
め
る
。

フ
ジ
ク
ラ
は
19
日
、「
知

的
財
産
に
関
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
支
援
宣
言
」
に
参
画
し

た
と
発
表
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ま
ん
延
終
結
を
目
的
と
す

る
行
為
に
対
し
、
保
有
す

る
特
許
権
や
実
用
新
案

権
、
意
匠
権
の
権
利
行
使

を
一
定
期
間
行
わ
ず
一
切

の
対
価
や
補
償
を
求
め
な

い
。日

本
半
導
体
製
造
装
置

協
会
は
18
日
、
2
0
2
0

年
5
月
の
日
本
製
半
導
体

製
造
装
置
販
売
高
（
輸
出

含
む
）
の
速
報
値
を
発
表

し
、
前
月
比
で
は
1
・
3

％
減
と
な
っ
た
が
前
年
同

月
比
で
は
16
・
1
％
増
と

な
り
販
売
高
は
2
0
5
4

憶
5
9
0
0
万
円
と
な
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
前
月
か
ら
減
速
し
た
も

の
の
、
5
Ｇ
需
要
な
ど
も

あ
り
前
年
同
月
で
は
堅
調

さ
を
見
せ
た
。
5
月
の
日

本
製
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
の

販
売
高
（
3
カ
月
移
動
平

均
）
は
2
9
8
億
1
8
0

0
万
円
と
な
っ
た
。
前
月

比
で
1
・
5
％
増
と
な
っ

た
が
、
前
年
同
月
比
で
は

26
・
6
％
減
と
な
っ
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
19
日
、
次
世

代
の
複
合
材
料
と
成
形
技

術
開
発
事
業
で
宇
部
興
産

の
「
超
高
性
能
Ｓ
ｉ
Ｃ
繊

維
の
品
質
安
定
性
向
上
に

向
け
た
開
発
」
な
ど
4
テ

ー
マ
を
採
択
し
た
と
発
表

し
た
。
航
空
機
の
燃
費
改

善
や
環
境
適
合
性
向
上
、

安
全
性
向
上
な
ど
に
資
す

る
複
合
材
料
技
術
を
開
発

す
る
。
こ
の
ほ
か
の
採
択

テ
ー
マ
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
と
シ

キ
ボ
ウ
の
「
1
4
0
0
度

級
の
Ｃ
Ｍ
Ｃ
材
料
の
実
用

化
研
究
開
発
」、川
崎
重
工

業
の
「
高
レ
ー
ト
・
低
コ

ス
ト
生
産
可
能
な
Ｃ
Ｍ
Ｃ

材
料
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
開

発
」、東
北
大
学
の
「
複
合

材
時
代
の
理
想
機
体
構
造

を
実
現
す
る
機
体
設
計
技

術
の
開
発
」。

きょうの鉄

きょうの紙面

きょうの紙面

きょうの紙面

ききょょううのの鉄鉄

3
面

鋼管鋳込み銅ステーブ受注
日鉄エンジニアリングは、伯ウジ

ミナスのイパチンガ製鉄所第3高
炉向けに銅ステーブ一式240枚を
受注したと発表した。

ききょょううのの紙紙面面
5
面
商品群に2機種追加

宮崎エンジニアリング
9
面
非鉄10種生産堅調

中国5月
11
面
19年度連続減3.7兆円

電子部品出荷

きょうの紙面

きょうの紙面

亜鉛建値推移
(1000円/トン）

2020年 月間平均
3月10日250 254.300
16日262 260.600
19日256 258.300
26日262 259.400
4月1日262
6日256 256.900
10日259 258.900
17日262 260.100
23日259 259.500
5月7日262
12日271 269.400
15日265 265.500
20日271 268.400
25日268 267.500

6月1日268
4日274 273.200
9日277 275.400
12日268 270.000
19日274 272.200

PROGRESS100

国内発生が落ち込む42アロイ

日刊産業新聞20.6.22

感
染
症
対
策
、追
加
で
必
要

橋本 健一郎氏

非鉄金属リサイクル
全国連合会


